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環境省化学物質環境実態調査 

秋田運河における未規制化学物質検出状況及び生態リスク初期評価 
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秋田県では，環境省化学物質環境実態調査に参加し，秋田運河における医薬品関連物質（PPCPs）
等,未規制化学物質に関する調査を実施している。調査の結果,水試料,底質試料及び生物試料におけ

る未規制化学物質の検出率は,それぞれ 33.1%，62.1%及び 42.9%であった。また酸化防止剤や添加剤

として利用されている 2,6-ジ-tert-ブチル-4-メチルフェノール（BHT）の生物濃縮係数は,既報値と大

きな差異はなかった。さらに,環境省の化学物質の環境リスク初期評価ガイドラインを参考に，検出さ

れた PPCPs 等主要検出物質のハザード比(HQ)を算出した結果, クラリスロマイシン,トリクロサン及

びヒドラジンが 1 を超過し,詳細な評価を行う候補と考えられた。 

 

1. 緒言 

 秋田県では，環境省化学物質環境実態調査 1)

に参加し，秋田運河における医薬品関連物質

（PPCPs）等未規制化学物質に関する調査を実

施している。本調査の目的は,①環境リスクが

懸念される化学物質について,一般環境中で高

濃度が予想される地域においてデータを取得

することにより「化学物質排出把握管理促進

法」の指定化学物質の指定,その他化学物質に

よる環境リスクに係る施策について検討する

際のばく露の可能性について判断するための

基礎資料等とすること,②「化学物質の審査及

び製造等の規制に関する法律」の優先評価化学

物質のリスク評価等を行うため,一般環境中に

おける全国的なばく露評価について検討する

ための資料とすること,の 2 つである。本報告

では,2013～2020 年度の調査結果を報告する。 

 

2. 調査方法 

 調査地点の秋田運河は,河川法上の名称は

「旧雄物川」であり, かつては雄物川の本流で

あったが、1938 年の雄物川放水路の通水によっ

て旧流路が運河となった 2)。その全長は約 9.3 
km であり,秋田市茨島で雄物川から分流後、太

平川、旭川及び草生津川等と合流し，秋田港を

通じて日本海に流れている（図 1）。運河沿い

には,事業所及び下水処理場が点在しており,

調査地点は調査対象物質の排出源である下水

処理場 3)の下流水域を想定し, 秋田臨海処理セ

ンターの放流口下流とした。試料は環境省指定

の方法 4)に従い,干潮時に採取した。即日,環境

省指定の分析機関へ送付し，調査対象物質の測

定に供した。また,年度毎の調査試料及び調査

対象化学物質数の推移を図 2 に示した。なお,

水試料及び底質試料は毎年度,生物試料は 2015
年度及び 2016 年度に採取した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 調査地点 

図 1 調査地点 

□ は試料採取地点,青矢印は流下方向 
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図 2 調査試料及び調査対象化学物質数の推移 

 

3. 結果と考察 

3.1 秋田運河における未規制化学物質検出状況 

 水試料,底質試料及び生物試料（スズキ）にお

ける未規制化学物質検出状況を，表 1 に示した。

上記試料毎の検出率は,それぞれ 33.1%，62.1%及

び 42.9 %であった。水試料からは, エチレンジ

アミン四酢酸(EDTA),BHT,ホルムアルデヒド

等の添加剤や合成原料,クラリスロマイシン， 

6-アセチル-1,1,2,4,4,7-ヘキサメチルテトラリ

ン（AHTN）,トリクロサン, ベザフィブラート,

ロキシスロマイシン及びスルファメトキサゾ

ール等の PPCPs が検出された。調査地点は下水

処理場放流口下流であることから,既報 5-7)と同

様に下水処理工程で除去されなかった PPCPs
が検出されたものと推測された。底質試料から

は, BHT, エトフェンプロックス, ペルメト

リン等の添加物や殺虫剤等が検出された。生物

試料からは, BHT, 安息香酸ベンジル及び

4,4'-ジアミノ-3,3'-ジクロロジフェニルメタ

ンが検出された。 

 

 

3.2 生物濃縮係数（BCF：Bioconcentration 

Factor） 

 2015 年度調査において, 水試料及び生物試

料から BHT を検出した。そこで,以下の式（1）
により BCF を算出し,OECD TG305 による既報

値 8）と比較した。 

 

BCF = MECfish / MECwater (L/kg)・・・（1） 

MECfish（Measured Environmental  
Concentration in fish : 魚類中濃度) 

MECwater（Measured Environmental 
Concentration in water : 水試料中濃度) 

BCF は 108～3,500（L/kg）となり（表 2）,既

報値 1,299（L/kg）と大きな差異はなかった。

なお, スズキの魚齢は畑中ら 9)の方法に従い, 
顕微鏡による鱗紋観察から推定した。 

 

 

表 1 秋田運河における未規制化学物質検出状況 

試料 調査対象 

化学物質数 

検出 

化学物質数 

検出率 

（％） 

検出化学物質（抜粋） 

水試料 357 118 33.1 EDTA,ホルムアルデヒド,イソシアヌル酸, 

ニトリロ三酢酸,クラリスロマイシン，AHTN,

トリクロサン,スルファピリジン,スルファメ

トキサゾール,ヒドラジン,BHT,ロキシスロ

マイシン,ベザフィブラート,レボフロキサシ

ン,ジクロフェナク,エリスロマイシン,クリ

ンダマイシン,スルファメラジン,アニリン 

底質試料 66 41 62.1 BHT, エトフェンプロックス, ヒドラジン, 

ペルメトリン,中鎖塩素化パラフィン 

生物試料 

（スズキ） 

7 3 42.9 BHT, 安息香酸ベンジル, 4,4'-ジアミノ-

3,3'-ジクロロジフェニルメタン 
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表 2 魚類（スズキ）3 検体における BHT の生物濃縮係数 BCF 

項目 検体 1 検体 2 検体 3 
水試料中濃度（ng/L） 12 12 12 
魚類中濃度（ng/g-wet） 42 2.8 1.3 
BCF（L/kg） 3,500 233 108 
雌雄 雌（卵巣あり） 雌（卵巣あり） 雄 

魚齢（年）9) 5 5 5 
体長（cm） 50.5 51.5 49.5 
体重(g) 1,622.8 1,935.8 1,623.1 
採取部位 可食部（筋肉） 可食部（筋肉） 可食部（筋肉） 

 

3.3 生態リスク初期評価 

 環境省の化学物質の環境リスク初期評価ガ

イドライン 10)を参考に，式(2)により秋田運河

の水試料で検出された PPCPs 等の HQ を算出し

た（表 3）。 

HQ = MECwater / PNEC   ・・・（2） 

PNEC（Predicted No Effect Concentration :  
予測無影響濃度) 

今回は,本調査において検出された秋田運河

の 水 試 料 中 最 大 濃 度 を MECwater と し て

PEC(Predicted Environmental Concentration)の代

わりに用い,PNEC は環境省「化学物質の環境リ

スク評価」11)及び既報 12, 13)の値を用いた。上記

ガイドラインでは，HQ が 1 以上の化学物質は

「詳細な評価を行う候補」，0.1 以上 1 未満の

化学物質は「情報収集に努める必要がある」と

いう評価分類となっている。生態リスク初期評

価の結果，HQ が 1 を超過した化学物質は,クラ

リスロマイシン,トリクロサン及びヒドラジン

となり，詳細な評価を行う候補と考えられた。

これら 3 つの化学物質は,藻類へ生長阻害

（EC50, NOEC）の影響を及ぼす可能性があるた

め, 複数地点での濃度把握や発生源の特定等,

より詳細な調査が必要であると考えられる。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3 生態リスク初期評価（濃度：ng/L） 

検出化学物質（抜粋） MECwater PNEC HQ 生物群 毒性 

クラリスロマイシン 300 69 4.3 藻類 急性 

AHTN 140 3,500 0.040 魚類 慢性 

トリクロサン 93 28 3.3 藻類 急性 

スルファメトキサゾール 54 100 0.54 藻類 慢性 

トリメトプリム 39 31,000 0.0012 甲殻類 慢性 

ニトリロ三酢酸 1,000 3,000 0.33 藻類 慢性 

トリフルオロ酢酸 120 1,000 0.12 藻類 慢性 

BHT 16 690 0.023 甲殻類 慢性 

p-tert-ブチル安息香酸 57 33,000 0.0017 魚類 急性 

ジクロフェナク 12 1,100 0.010 魚類 慢性 

ベザフィブラート 12 10,000 0.0012 藻類 急性 

レボフロキサシン 4.9 79 0.062 藻類 慢性 

1,2,4-トリメチルベンゼン 6.1 12,000 0.00050 甲殻類 急性 

アニリン 13 400 0.032 甲殻類 慢性 

p-ジクロロベンゼン 44 10,000 0.0044 甲殻類 慢性 

ジエタノールアミン 61 6,000 0.010 藻類 慢性 

ヒドラジン 14 5 2.8 藻類 慢性 

EDTA 4,200 6,400 0.65 藻類 慢性 
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